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学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 

小中一貫教育推進のための学校施設部会の検討状況 
 

 

■第１回部会（平成２５年２月８日） 

・小中一貫教育を推進するための学校施設整備の在り方について 

（委員からのプレゼン、自由討議 等） 

 

 

 （現地視察） 

・４月１９日 川崎市立はるひ野小中学校 

・４月２３日 つくば市立小中一貫校春日学園 

・５月１６日 登米市立豊里小中学校 

・５月１７日 郡山市立湖南小中学校 

・５月２１日 佐賀市立小中一貫校北山校 

・５月２３日 富山市立芝園小中学校 

・５月２４日 大野市立和泉小中学校 

・５月２７日 京都市立大原学院、京都市立凌風学園、京都市立花 

～２８日 背小中学校 

  ・５月３１日 宿毛市愛南町篠山小中学校組合立篠山小中学校 

  ・６月 ４ 日 五島市立奈留小中学校 

 

 

■第２回部会（平成２５年８月２８日） 

  ・現地視察報告 

  ・委員からのプレゼン 

・小中一貫教育校の学校施設の在り方に関するアンケートについて 等 

 

 

 （アンケート調査） 

  ・９月１３日付けで各都道府県教育委員会に調査依頼文書を発出（１１月８日回収） 

 

 

■第３回部会（平成２５年１２月２０日） 

 ・委員からのプレゼン 

・アンケートの集計結果報告 等 

 

  ＊アンケートの集計結果は、別添参照 

 

□引き続き、小中一貫教育の効果的な実施に資する学校施設の在り方について

検討を進め、次回親会議において審議いただく予定。 

資料２ 
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学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 

小中一貫教育推進のための学校施設部会 名簿 

 

 

（委員） 

 

氏  名           職    名 

倉 斗 綾 子       千葉工業大学工学部助教 

佐 藤 将 之    早稲田大学人間科学学術院准教授 

清 水 康 一     京都市教育委員会指導部学校指導課担当課長 

高 橋 政 志 株式会社石本建築事務所名古屋支所部長 

竹 内 美矢子    元富山市立芝園小学校長 

長 澤  悟  東洋大学理工学部教授 

樋 口 直 宏 筑波大学人間系教育学域准教授 

湯 澤 正 信    関東学院大学工学部建築・環境学部長 

渡 辺 直 樹       東京教育研究所、元川崎市立はるひ野中学校長    

（以上９名、五十音順、敬称略） 

 

 

 

（特別協力者） 

 

氏  名           職    名 

齋 藤 福 栄 国立教育政策研究所文教施設研究センター長  

（以上１名、五十音順、敬称略） 

参考 

部会長 
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施設一体型校舎に関するアンケート調査について（概要） 

 

（１）アンケート調査の実施方法 

本調査研究では、小中連携、一貫教育＊１の効果的な実施に資する施設一体型校舎＊２の

計画・設計上の留意事項を検討するに当たって、施設面の検討課題が多いと考えられる

施設一体型校舎の施設整備の状況とその利用実態を把握することを目的として、アンケ

ート調査を実施した。アンケート調査票は別紙参照。調査概要は、以下のとおり。 

＊１：「小 中 連 携」：小・中学校が互いに情報交換、交流することを通じ、小学校教育から中学校教育への円滑な接

続を目指す様々な教育 

「小中一貫教育」：小中連携のうち、小・中学校が９年間を通じた教育課程を編成し、それに基づき行う系 

統的な教育 

（中央教育審議会 初等中等教育分科会 学校段階間の連携・接続等に関する作業部会「小中連携、一貫教育に関する主な意見等の整理（平成24年7月）」による） 

＊２：同一敷地内に小学校及び中学校を設置し、両者の校舎を一体に整備しているものをいう（小学校と中学校の校舎が渡り廊 

下等でつながっているものを含む。）。 

 

 

■調 査 名 称：小中連携、一貫教育校の学校施設の在り方に関するアンケート調査 

■調査対象校：施設一体型の小中連携、一貫教育校１５４校。抽出方法は次のとおり。 

 ・平成２５年５月に文部科学省が都道府県教育委員会に対して、平成２５年５月時点で開校して 

いる施設一体型校舎の小中連携、一貫教育校数（公立）について、予備調査を実施した。 

 ・予備調結果２３６校のうち、平成１８年３月以降に建設されたと考えられる１５４校を調 

査対象校とした。 

    ・なお、アンケート集計は、１５４校のうち、以下２２校＊３を除いた１３２校で実施した。 

■調 査 時 点：平成２５年５月１日現在 

■調 査 方 法：各都道府県教育委員会を通じて、調査対象校を所管する市区町村教育

委員会（施設主管課）に調査票を配布（各都道府県教育委員会を通じて回収）。 

  ■調 査 期 間：平成２５年９月１３日～平成２５年１１月８日 

  ■回 収 率：１００％ 

 

 

＊３：アンケートの集計に当たっては、以下２２校は母数から除いた。 

    ①建 設 時 期 が 平 成 １ ８ 年 ３ 月 以 前－１８校 

    ②小  学  校 、中  学  校  が  別  敷  地－ ３校 

（小学校、中学校間は通路や横断歩道等により行き来ができるが、敷地がフェンスや公道等により分断されている小中連携、一貫教育校） 

  ③小 中 連 携 、 一 貫 教 育 を 実 施 し て い な い－ １校 



4 

 

（２）アンケート調査の集計結果 －抜粋－（速報） 

 ※アンケート結果の一部に不明な点があるため、今後の精査の過程で数値が若干変動する可能性あり 

 

各質問の集計結果は次のとおりである。いずれか一つを選択する問は円グラフ、複数回答の問は棒

グラフで表示した。 

 

一貫校、連携校の別 【問１－２：n=１３２】 

 

施設一体型の小中一貫教育校、小中連携校

の別については、小中一貫教育校が80校、小

中連携校が52校である。 

 

 

 

 

 

施設一体型校舎等の校地選定 【問５】 

 

小中一貫教育校の校地の選定については、

「従来からの中学校の敷地」が30校（37％）

で最も多く、次いで「従来からの小・中同一

の敷地」が16校（20％）となっている。 

小中連携校の校地の選定については、「従

来からの中学校の敷地」が21校（40％）で最

も多く、次いで「従来からの小・中同一の敷

地」が14校（27％）となっている。 

なお、既存の小学校と中学校いずれか

の敷地を利用する場合は、小学校より一

般的に広い中学校の敷地を利用する傾向にあ

る。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

その他の内訳 

 ・従来からの中学校の敷地及び隣接地を購入 
など 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 

その他の内訳 
 ・従来からの中学校の敷地及び隣接地を購入 
など 
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学年区分（ステージ） 【問７－１】 

 

小中一貫教育校の学年区分（ステージ）に

ついては、「４＋３＋２」が54校（67%）で最

も多い。 

小中連携校の学年区分（ステージ）につ

いては、「６＋３」が47校（90%）で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校と中学校とで共有化を図った施設（室） 【問８－１】（複数回答） 

 

小中一貫教育校において共有化を図った施設（室）は、管理関係室では職員室72校（90％）、

校長室60校（75％）、保健室49校（61％）、教育相談室47校（59％）、学習関係室では家庭教室61

校（76％）、図書室56校（70％）、コンピュータ室50校（63％）、音楽教室41校（51%）、多目的

教室40校（50％）、運動施設ではグラウンド56校（70%）、体育館51校（64％）、プール43校（54％）

等である。この他、ランチルームは37校（46％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 
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小中連携校において共有化を図った施設（室）は、管理関係室では職員室37校（71％）、校長

室24校（46％）、保健室29校（56％）、学習関係室では家庭教室33校（63％）、図書室37校（71％）、

コンピュータ室35校（67％）、音楽教室32校（62%）、運動施設ではグラウンド36校（69%）、体育館

31校（60％）、プール27校（52％）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異学年交流を行う室 【問８－５】（複数回答） 

 

小中一貫教育校において、異学年交流の場として使用されているのは、体育館65校（81％）、

グラウンド58校（73％）、ランチルーム34校（43％）、多目的教室36校（45％）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 
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小中連携校において、異学年交流の場として使用されているのは、体育館39校（75％）、グラ

ウンド40校（77％）、ランチルーム19校（37％）、図書室19校（37％）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流を行う室 【問８－７】（複数回答） 

 

小中一貫教育校において、地域交流の場として使用されているのは、体育館53校（66％）、

グラウンド40校（50％）、多目的教室29校（36%）、ランチルーム23校（29％）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 
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小中連携校において、地域交流の場として使用されているのは、体育館33校（63％）、グラ

ウンド26校（50％）、多目的スペース15校（29%）等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室の整備 【問９】 

 

小中一貫教育校80校のうち、職員室を小

学校と中学校とで合同で整備している学校

は66校（82%）である。 

小中連携校52校のうち、職員室を小学校

と中学校とで合同で整備している学校は29

校（56%）である。 

   

 

 

 

 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 

〔小中一貫教育校 ｎ＝８０〕 

〔小中連携校 ｎ＝５２〕 



別紙 

9 
 

小中連携、一貫教育校の学校施設の在り方に関するアンケート調査票 

 
市区町村名    ：                                
記入担当者名     ：                                
担当者所属部署名 ：                                
T E L       ：                                
E-Mail           ：                                
小中連携、一貫教育校名(総称：〇〇学園)：                         
小学校名※１：                                   
中学校名※１：                                   
※１：条例上の名称をご記入ください。 

 
（１）学校概要 

問１－１ 以下、数値をご記入ください。 

１ 小学校 通常学級数       、通常学級児童数        

２  〃  特別支援学級数     、特別支援学級児童数        

３  〃  校長   、副校長(教頭)    

常勤の教員（校長、副校長（教頭）含む）＿＿、非常勤の教員＿＿ 

常勤の事務職員 ＿＿＿、非常勤の事務職員 ＿＿＿＿ 

４ 中学校 通常学級数       、通常学級生徒数        

５  〃  特別支援学級数     、特別支援学級生徒数        

６  〃  校長   、副校長(教頭)    

常勤の教員（校長、副校長（教頭）含む）＿＿、非常勤の教員＿＿ 

常勤の事務職員 ＿＿＿、非常勤の事務職員 ＿＿＿＿ 

 

問１－２ 貴校は、以下のどれに該当しますか。 

  １ 施設一体型の小中一貫教育校※２ 

２ 施設一体型の小中連携校※２ 

  ３ 施設一体型校舎ではあるが、小中連携、一貫教育※４を実施していない 

  ４ その他（                               ） 

 
※２： 

「小中連携」：小・中学校が互いに情報交換、交流することを通じ、小学校教育から中学校教育への円

滑な接続を目指す様々な教育 

「小中一貫教育」：小中連携のうち、小・中学校が９年間を通じた教育課程を編成し、それに基づき行

う系統的な教育 

（中央教育審議会 初等中等教育分科会 学校段階間の連携・接続等に関する作業部会「小中連携、一貫教育に関する主

な意見等の整理（平成24年7月）」による） 
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（２）建物概要 
 問２ 以下、数値等をご記入ください。 

 １ 建築場所住所                           

 ２ 敷地面積       ㎡ 

３ 校舎の竣工年月（明治・大正・昭和・平成）   年   月 

 ＊複数棟ある場合は、最も面積の大きい校舎についてお答えください。 
 ４ 校舎の構造      （記入例：ＲＣ） 

５ 校舎の階数 地上  階、地下  階 

 ６ 校舎保有面積 小学校       ㎡、中学校       ㎡ 

７ 体育館の竣工年月（明治・大正・昭和・平成）   年   月 
 ８ 体育館保有面積 小学校       ㎡、中学校       ㎡ 

 ９ グラウンド面積       ㎡ 

 
（３）経緯 

問３－１ 小中連携、一貫教育校を設置する経緯(きっかけ)は、どのようなことですか。(複数回答可) 

１ 不登校の増加や学力・学習意欲の低下など中１ギャップの顕在化 

２ 設置者の長(市町村長)の教育方針 

３ 教育長、校長などの教育方針 

４ 地域住民等からの要請 

５ 教育環境の整備（少子化、市町村合併等を契機としたもの） 

６ その他(                               ) 

問３－２ 小中連携、一貫教育校の校舎を、施設一体型校舎に整備することとなった主な

理由は何ですか。(複数回答可) 

１ ステージ(学年区分)や異学年交流など学習指導上の効果をあげることを重視 

２ 生徒指導上の効果をあげることを重視 

３ 効率的な施設利用を重視 

４ 小・中学校の校舎の老朽改善または耐震化の必要 

５ 地域住民等からの要請 

６ その他(                               ) 

 
問３－３ 施設一体型校舎の整備手法についてお答えください。 

   １ 小中連携、一貫教育の導入に当たり校舎を新築、または既存校舎を全面改築 
   ２ 小中連携、一貫教育の導入に当たり既存校舎を増築＋改修 
   ３ 小中連携、一貫教育の導入に当たり既存校舎を改修 
   ４ 小中連携、一貫教育の導入に当たり施設面での整備は実施していない 
   ５ その他（                               ） 
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 問３－４ 施設一体型の小中連携、一貫教育校として開校した年月をお答えください。 
   平成〇〇年△月（記入例：2204 ←平成２２年４月の場合） 
 

（４）学校施設整備の体制 

問４－１ 小中連携、一貫教育校の学校施設の整備方針などについて、検討していますか。 

１ 学校施設整備委員会等を設置して検討 

２ 設置者(市町村)の担当者で検討 

３ 特に検討していない 

４ その他(                               ) 

 

問４－２ 前の問の１、２と回答された方のみ、お答えください。検討メンバーは誰ですか。(複数回答可) 

１ 教育長  ２ 市町村長  ３ 学校教育担当者(設置者)  ４ 施設担当者

(設置者)  ５ 学校教職員  ６ 地域代表者  ７ 保護者  ８ 外部有議

者(教育関係)  ９ 外部有識者(建築関係)  １０ その他(        ) 

 

（５）校地計画 

問５ 施設一体型の小中連携、一貫教育校の整備は、どのような敷地で整備されましたか。 

１ 従来からの中学校の敷地 

２ 従来からの小学校の敷地 

３ 新しい敷地 

４ 従来からの小・中同一の敷地 

５ その他(                               ) 

 

（６）運営 

問６－１ 当該施設一体型校舎で、教育課程、生徒指導、教員交流等の小中連携範囲は、

どのように行われていますか。(複数回答可) 

１ 教育課程、生徒指導、教員交流等のほぼ全てで連携 

２ 教育課程上で連携（連携していること：                  ） 

３ 生徒指導上で連携（連携していること：                   ） 

４ 教員同士の交流により連携（連携していること：               ） 

５ まったく連携はない 

 

問６－２ 施設一体型校舎としたことにより、新たな組織の立ち上げや学校間の連携を

行うコーディネーターの配置など運営面で工夫された点がありましたらお答えください。

また、校内でどのような推進体制を採っているか図示してください。 
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（７）配置計画 

問７－１ 校舎の教室の配置計画上、ステージ(学年区分)は、どのようにしていますか。 

１ ４＋３＋２ 

２ ３＋４＋２ 

   ３ ５＋４ 

   ４ ６＋３ 

５ その他(                               ) 

 

 問７－２ 前の問で回答したステージ(学年区分)にしたことにより、施設計画上配慮し

たことについてお答えください。（記入例：学年区分のまとまりを生むようオープンスペ

ースを整備、各ステージ毎で普通教室の設えを変えた など） 

                                         

 

（８）平面計画 

問８－１ 施設一体型校舎としたことで、小・中学校または低・高学年等で共有化を図

った施設（小学校と中学校でそれぞれ専用の音楽教室がある場合などは該当しません。）

は、どれですか。(複数回答可) 

１ 校長室   ２ 職員室  ３ 音楽教室  ４ 英語教室  ５ 理科教室  
６ 図工教室  ７ 技術教室  ８ 家庭教室  ９ 図書室  １０ ランチルーム 
１１ 多目的教室  １２ 保健室  １３ 特別支援教室  １４ 給食室    

１５ 昇降口・玄関  １６ 多目的スペース  １７ トイレ  １８ 体育館  

１９ グラウンド  ２０ プール  ２１ 地域連携室  ２２ 教育相談室  

２３ 視聴覚室  ２４ コンピュータ室 
２５ 複合施設（複合施設名：地域図書館、文化ホールなど            ） 
２６ その他（                               ） 

 

問８－２ 前の問で、小・中共有化を図ったと回答された施設において、それぞれどの

ような教科が実践されていますか。共有化を図った施設の番号と教科を具体的に記入く

ださい。(記入例： 小学校の教科：１１ 算数・・・)  

小学校の教科：                                         

中学校の教科：                                         

 

問８－３ 施設一体型校舎としたことで、新たに追加されたスペースや施設・設備は何

ですか。(複数回答可) 

１ 小・中の児童生徒の異学年交流スペース 

２ 地域・保護者の方々の交流スペース 

３ 複合施設(複合施設名: 地域図書館、文化ホールなど           ) 

４ その他(                               ) 
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問８－４ 特別支援学級(教室)は、どのように配置していますか。 

１ 学年ごと別の場所に配置 

２ 学年区分(ステージ)ごと別の場所に配置 

３ 小学生と中学生ごと別の場所に配置 

４ ９年一貫してーか所に配置 

５ その他(                               ) 

 

問８－５ 小・中異学年交流は、主にどの施設で行われますか。(複数回答可) 

１ 校長室   ２ 職員室  ３ 音楽教室  ４ 英語教室  ５ 理科教室  
６ 図工教室  ７ 技術教室  ８ 家庭教室  ９ 図書室  １０ ランチルーム 
１１ 多目的教室  １２ 保健室  １３ 特別支援教室  １４ 昇降口・玄関  

１５ 多目的スペース  １６ トイレ  １７ 体育館  １８ グラウンド  

１９ プール  ２０ 地域連携室  ２１ 教育相談室  ２２ 視聴覚室   

２３ コンピュータ室 
２４ 複合施設（複合施設名：地域図書館、文化ホールなど            ） 
２５ その他（                               ） 

 

問８－６ 前の問で、回答されたもののうち、授業等の一環として、意図的に小・中異

学年交流を行う施設等があれば、上記施設の番号と異学年交流の内容をご記入ください。

(記入例：１０ 交流給食・・・) (複数記入可) 

                                               

 

問８－７ 地域・保護者の方々と児童生徒・教員等との交流、地域・保護者の方々同士

の交流は、主にどの施設で行われていますか。(複数回答可) 

１ 校長室   ２ 職員室  ３ 音楽教室  ４ 英語教室  ５ 理科教室  
６ 図工教室  ７ 技術教室  ８ 家庭教室  ９ 図書室  １０ ランチルーム 
１１ 多目的教室  １２ 保健室  １３ 特別支援教室  １４ 昇降口・玄関  

１５ 多目的スペース  １６ 体育館  １７ グラウンド  １８ プール  

１９ 地域連携室  ２０ 教育相談室  ２１ 視聴覚室  ２２ コンピュータ室 
２３ 複合施設（複合施設名：地域図書館、文化ホールなど            ） 
２４ その他（                               ） 

 

問８－８ 部活動を円滑に行うため、体育館やグラウンド等の整備において工夫した点

がありましたら、ご記入ください。（記入例：時間割の上ではグラウンドを共有化できた

が、部活動を考慮し、小グラウンドを整備した など） 
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（９）各室計画 

問９ 職員室の座席は、どのように配置していますか。 

１ 校務分掌をもとに配置 

２ 学年区分(ステージ)担当ごとに配置 

３ 小学校、中学校担当ごとに配置 

４ 教科担当ごとに配置 

５ その他(                               ) 

 

（１０）施設一体型校舎の教育上の効果 

問１０ 施設一体型校舎としたことによる教育上の効果についてお答えください。(複数 

回答可) 

   １ 不登校の増加や学力・学習意欲の低下など中一ギャップの減少 

   ２ 小・中の児童生徒の交流機会の増加 

３ 小・中の教員間の連携や交流の機会の増加 

   ４ 児童生徒の学習意欲の向上 

   ５ その他（                               ） 

 

（１１）課題等 

 問１１－１ 当該施設一体型校舎を整備した際に生じた問題点等がありましたら、どの

ように解決されたかも含め、ご記入ください。 

                                                   

 

問１１－２ 今後、施設一体型校舎を整備する際の課題は、何だと思いますか、ご自由にご

記入ください。 

                                                   


